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種子を育て上げること 
 
神 戸  和 昭 
 
 大学の教養部時代、般教の国語史の授業で、日本語の音節ア行エ段音 /エ/ の
音価について、さらっと平安時代以降 [e]＞[je]＞[e] と２転したと教えられ
た。素朴な疑問として [je]＞[e] と変化した具体的時期が知りたかったものの、
どの概説書をひもといても大同小異、江戸時代という以上の記述を得ず、初学者
ながら何ともあいまいな印象をうけた。その後、学部の専門課程に進み、恩師と
なる小松寿雄先生からご専門の江戸東京語を中心にさまざまなことを教えてい
ただいたが、折しも小松先生が江戸語の一大特色である連母音アイの融合化現
象（[ai]＞[e:]）について組織的に調べておられたこともあって、自分も江戸語
の音的側面にことのほか興味をいだいた。 
 そのようなある日、ふと思った。連母音アイが融合化した結果生ずるエ段長音
は音声学的に [je:] ではあり得ず [e:] であるはずだから、もし /エ/ の音価が
当時まだ [je] であれば、短音節[je]：長音節[e:] となって共時的には非常にい
びつな一種の６母音体系――[e] は長母音としのみ存在する――を構成するこ
とになってしまう。このような不安定な母音体系はたとえ一時的には存在し得
たとしても長続きするはずはなく、早晩体系調整の動きが生じ、エ段長音が完全
に音韻として定着する時期までには、結局 [je] が [e] に吸収されて現代語と
同様 [a][i][u][e][o] の５母音体系となっていたと考えられるのではないか。
小松先生の精緻なご研究によれば、連母音アイの融合化現象が頂点に達するの
は化政期（１９世紀初頭）であるから、どんなに遅く見つもっても１８００年頃
までには [je]＞[e] なる音変化が一般化していたとみなければならない――お
およそこんなアイデアであった。 
 しかし、学部生のこんな幼稚な思いつきを小松先生はおろか学友に対しても
話題の端に上すことすらはばかられ、そのままそれ以上深く考えることもなく
今まで過ぎてしまった。それを、その後４０年近くもたった今回、はじめて人様
にお話しするような次第である。 
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 だが、今にして思えば、このアイデアはもう少し掘り下げてみるべきテーマで
あった。最終的に実のある結論が得られたかどうか、それは分からないが、少な
くとももっと真摯に向きあう価値のある問題であったと、今になって思ってい
る。後悔先に立たず、もはや後の祭りである。 
 自慢にもならないが、実は、私にはこの種の思いつきのままほったらかしにし
てあるテーマが少なくない。生来の怠惰である私は日々のたゆまぬ精進をおこ
たり、面白そうなアイデアも、多くその後の研究に活かしきれずに終わってしま
った。せっかくの種子 ――その倒語がまさにネタ
、、
である――を手に入れなが
ら、それを豊かな果実にまで育て上げることをなまけ続けた私は、自業自得とは
いえ、反面教師として本当にお恥ずかしい限りというほかない。 
 本研究プロジェクトに論考を寄せてくれた院生諸君には、決してこのような
私の轍を踏むことなく、その優れた種子を丹精し手塩にかけて大きく育て上げ
ていってもらいたい。幸い、いずれの諸君も人も羨むほどの勉強家である。日々
研鑚の結果、いつの日かその研究が大成し、見事な実がなることを切望してやま
ない。 そして、そのあかつきは、ぜひ私にも、その香味あふれる果実を存分に
味わわせてくださいますよう！ 
 
（ごうど・かずあき：千葉大学文学部教授） 
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